
 

 

 

 

 

  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

  

   

 

 

 

 

 

  

 

☚携帯・スマホから 

蔵書検索・予約・休館

日の確認ができます。 
スマートフォン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行：札幌市厚別図書館 ☎894-1590 

〒004-0051 札幌市厚別区厚別中央 1-5-3-15 

  
携帯電話 

さっぽろ市 

02-S03-24-272 

R6-2-201 

 

11 月 28 日（木）～12 月 24 日（火） 

たのしいおはなし会 
読み聞かせボランティア「てぶくろ」 

 
12 月 14 日、21 日、28 日 

（毎月第１～４土曜日） 

12 月といえばクリスマス！ 

クリスマスにぴったりな本を 

展示します。この展示を見て 

もっとクリスマスを楽しんじゃ

おう！ 

●ひにち：12 月 7 日（土） 

年末に向けて準備！ 

図書館の本はみなさんで読む本です。 

雨の日に持ち運ぶときは、ビニール袋に入れ

るなど、濡らさないようにお願いいたしま

す。 

絵本・紙芝居の読み聞かせや工作で 

少し早いクリスマスを楽しんじゃおう！ 

 図書館キャラクターの「ヨムくん」も 

くるよ。事前申し込みが必要です。 

●場所：厚別区民センター ２階  

区民ホール 

●時間：14 時～15 時 30 分 

 

厚別区民センタ―・厚別図書館で 

あそんじゃおう！ in クリスマス 

12 

読書で楽しむクリスマス 

11 月 28 日（木）～12 月 24 日（火） 

 

大掃除に年賀状準備にと

大忙しの年末。年末がちょ

っぴり楽しくなるような本

を展示します。 

ベ ン ト 情 イ 報 

日にち 

テーマ 「 クリスマス ほか 」 

ごご２じから、１かい 

おはなし室にきてね 

●定員：先着子ども 30 人と 

その保護者 

●申込：11 月 1 日～30 日 

※定員になり次第終了 

示

す 

日　 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3 4

12月カレンダー

開館時間 ：
 金～月 ・ 祝日・・・午前９時15分から午後５時まで
 火 ・ 水 ・ 木  ・・・午前９時15分から午後７時まで（★マークの日）
　　　　　　　はお休みです。

クリスマス

イベント

おはなし会

おはなし会

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

おはなし会



 請 求 記 号 書   名 著 者 名 

一 

 

  

般 

 

304 / ｵ 半径５メートルのフェイク論「これ､全部フェイクです」 岡田 憲治 / 著 

315 / ﾔ 
教養としての世界の政党  

日本の今､これからが見えてくる 
山中 俊之 / 著 

335 / ﾀ 
なぜあの人は好きなことだけやって年収 1000 万円 

なのか? 
高橋 勅徳 / 著 

369 / ｲ 
「コーダ」のぼくが見る世界 
聴こえない親のもとに生まれて 

五十嵐 大 / 著 

369 / ｲ よくわかる最新地震･津波の基礎知識 岩槻 秀明 / 著 

410 / ｺﾞ 天才なのに変態で愛しい数学者たちについて 郷 和貴 / 著 

596.3 / ﾏ サスエ前田式最高に旨い魚の仕立て術 前田 尚毅 / 著 

599.3 / ﾘ 離乳食･幼児食困ったら読む本! 上田 玲子 / 総監修 

767 / ｺ ラクに歌がうまくなる｢新常識｣ 小泉 誠司 / 著 

児 
 
 

童 

J913 / ｱ ルルとララのかみかみグミ ｢ルルとララ｣シリーズ 28 あんびる やすこ / 作･絵 

J913 /ｱ/18 
人狼サバイバル シリーズ 18 

講談社青い鳥文庫 
甘雪 こおり / 作 

J 913/ﾌ/15 
絶体絶命ゲーム シリーズ 15 
角川つばさ文庫 

藤 ダリオ / 作 

 
 

厚別図書館の職員からおすすめします 心の本棚           

  

 

 

 

１匹の迷い犬が酒屋を営む A さんに保護されました。その後、飼主と名乗り出たのは国立 T

大でした。この犬は動物実験に使用されて逃げ出したのです。 

A さんは犬を哀れみ T 大と交渉し引き取りました。獣医に診せたところ、病気で満身創痍の

状態でした。しかし諦めず治療をし、だいぶ良くなりました。A さんは「ラッキー」と名付け

ました。やがて閉ざしていた心を開き、酒屋の看板犬になりました。マスコミに取上げられ、

動物実験の実態も知れ渡りました。 

今も行われている動物実験。死の恐怖にさらされている動物達。実験が本当に人間のためな

のか。命の尊さを考えさせられる一冊です。   （担当 K 川） 

 

第 48 回 「実験犬ラッキー ボクたち友だちなのに、なぜ？」 

桑原崇寿/著（J９１３／ク） 

 


